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新 旧 対 照 表  【 業務共通仕様書 】  調査   測量   設計    用地   

 

改  正  後 現     行 備 考 

第１編 共通編 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－11条 【 省 略 】 

 

第 1－12条 打合せ等 

1～４ 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」「ウィークリースタンス」に

努める。 

  ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限まで 

に対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに 

対応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。 

ウィークリースタンスとは、以下の取組をいう。 

（1）マンデー・ノーピリオド（月曜日を依頼の期限日としない） 

ウェンズデー・ホーム（水曜日は定時に帰宅できるよう必要な対応を心がけ 

る） 

フライデー・ノーリクエスト（金曜日に依頼しない） 

ランチタイム・オーバーファイブ・ノーミーティング（昼休みや午後５時以

降の打ち合わせをしない） 

イブニング・ノーリクエスト（定時間際、定時後の依頼をしない） 

（2）この取組は、受発注者間の業務を進める上での姿勢を示したものであり、現

場条件や企業の方針等により曜日の変更等を行い実施するものとする。 

（3）災害発生時などの緊急対応については、上記の限りではなく、受発注者間の

協議により、臨機に対応するものとする。 

 

 

第 1－13条～第 1-44条 【 省 略 】 

 

 

第２編 農業農村整備事業編 

 

第１章～第３章 【 省 略 】 

 

第４章 ボーリング調査 

 第 3-1条～3-2条 【 省 略 】 

 

 第 3-3条 調査方法 

  1～13 【 省 略 】 

  （1）～（6） 【 省 略 】 

（7）採取したコアは、試料箱（コア箱）(原則として内長 1ｍ程度で 5ｍ分

のコアが収納できるもの。)に丁寧に収め深度を明記する。その際、1

回のコア採取長毎に深度を明記した仕切板を入れておくものとする。

第１編 共通編 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－11条 【 省 略 】 

 

第 1－12条 打合せ等 

1～４ 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」に努める。 

  ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限まで 

に対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに 

対応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1－13条～第 1－44条 【 省 略 】 

 

 

第２編 農業農村整備事業編 

 

第１章～第３章 【 省 略 】 

 

第４章 ボーリング調査 

 第 3-1条～3-2条 【 省 略 】 

 

 第 3-3条 調査方法 

  1～13 【 省 略 】 

  （1）～（6）【 省 略 】 

 （7）採取したコアは、コア箱(原則として内長 1ｍ程度で 5ｍ分のコアが収

納できるもの。)に丁寧に収め深度を明記する。その際、1 回のコア採

取長毎に深度を明記した仕切板を入れておくものとする。又、風化しや

 

 

 

 

 

 

 

新規追記 

 

 

 

 

新規追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語句修正 

 

 



新 旧 対 照 表  【 業務共通仕様書 】  調査   測量   設計    用地   

 

改  正  後 現     行 備 考 

又、風化しやすい岩石、粘土等は乱さないようにし、速やかにコア写

真の撮影を行い必要に応じビニール等を巻いて保存する。 

なお、採取できなかった区間及び試験に供するためにコアを使用した

ところは、その旨表示し空けておくものとする。 

   （8）【 省 略 】 

 

（9）試料箱（コア箱）の表と横には、調査件名、孔番号、採取深度及びそ

の他必要事項を記入するものとする。 

  14～17 【 省 略 】 

第 3-4条～第 3-9条 【 省 略 】 

 

第４章 【 省 略 】 

 

第５章 サウンディング 

 

第 1節～第 3節  【 省 略 】 

 

第 4節 ポータブルコーン貫入試験 

 

第 5-8条 【 省 略 】 

 

第 5-9条 試験方法 

1 試験方法及び器具は、JGS1431（ポータブルコーン貫入試験）によるもの 

とする。 

2～4 【 省 略 】 

  第 5-10条 成果品 

成果物は、次のとおりとする。 

(1) 調査位置案内図、調査位置平面図 

(2) 試験結果は、地盤工学会記録用紙、報告書用紙の JGS 1431（ポータブ

ルコーン貫入試験方法）により整理し提出するものとする。 

  

 第 5～6節 【 省 略 】 

 

第 6～13章 【 省 略 】 

 

第３編 森林整備保全事業編 

 

第１章～第６章 【 省 略 】 

すい岩石、粘土等は乱さないようにし、速やかにコア写真の撮影を行い

必要に応じビニール等を巻いて保存する。 

なお、採取できなかった区間及び試験に供するためにコアを使用した

ところは、その旨表示し空けておくものとする。 

    （8）【 省 略 】 

 

（9）コア箱の表と横には、調査件名、孔番号、採取深度及びその他必要 

事項を記入するものとする。 

       14～17 【 省 略 】 

第 3-4条～第 3-9条 【 省 略 】 

 

第４章 【 省 略 】 

 

第５章 サウンディング 

 

第 1節～第 3節  【 省 略 】 

 

第 4節 ポータブルコーン貫入試験 

 

第 5-8条 【 省 略 】 

  

第 5-9条 試験方法 

1 試験方法及び器具は、地盤調査法に示す単管式のポータブルコーンペネ 

トロメーターによるものとする。 

2～4 【 省 略 】 

第 5-10条 成果品 

成果物は、次のとおりとする。 

(1) 調査位置案内図、調査位置平面図 

(2) 深度と静的貫入抵抗 qcの関係 

 

 

第 5～6節 【 省 略 】 

 

第 6～13章 【 省 略 】 

 

第３編 森林整備保全事業編 

 

 第１章～第６章 【 省 略 】 

 

 

 

 

 

 

語句修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語句修正 

 

 

 

 

 

語句修正 

 



新 旧 対 照 表  【 業務共通仕様書 】  調査   測量   設計    用地   

 

改  正  後 現     行 備 考 

第１編 共通編 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－10条 【 省 略 】 

 

第 1－11条 打合せ等 

1～4 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」「ウィークリースタンス」に

努める。 

ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限まで 

に対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに

対応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。 

ウィークリースタンスとは、以下の取組をいう。 

（1）マンデー・ノーピリオド（月曜日を依頼の期限日としない） 

ウェンズデー・ホーム（水曜日は定時に帰宅できるよう必要な対応を心がけ 

る） 

フライデー・ノーリクエスト（金曜日に依頼しない） 

ランチタイム・オーバーファイブ・ノーミーティング（昼休みや午後５時以降 

の打ち合わせをしない） 

イブニング・ノーリクエスト（定時間際、定時後の依頼をしない） 

（2）この取組は、受発注者間の業務を進める上での姿勢を示したものであり、現

場条件や企業の方針等により曜日の変更等を行い実施するものとする。 

（3）災害発生時などの緊急対応については、上記の限りではなく、受発注者間の

協議により、臨機に対応するものとする。 

 

第 1－12条～第 1－42条 【 省 略 】 

 

 

第２編 森林整備保全事業編 

 

第１～2章 【 省 略 】 

 

第１編 共通編 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－10条 【 省 略 】 

 

第 1－11条 打合せ等 

1～4 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」に努める。 

ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限までに 

対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに対 

応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1－12条～第 1－42条 【 省 略 】 

 

 

第２編 森林整備保全事業編 

 

第１～２章 【 省 略 】 

 

 

 

 

 

 

 

新規追加 

 

 

 

 

新規追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表  【 業務共通仕様書 】  調査   測量   設計    用地   

 

改  正  後 現     行 備 考 

第１編 共通編 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－6条 【 省 略 】 

 

第 1－7条 管理技術者 

 1～2 【 省 略 】 

3 管理技術者は、設計業務等の履行にあたり、技術士(総合技術監理部門(業 

務に該当する選択科目)又は業務に該当する部門)、博士（業務に該当する部 

門）、農業土木技術管理士(農業農村整備事業に限る)、シビルコンサルティ 

ングマネージャー(業務に該当する部門)、畑地かんがい技士(畑地かんがい業

務に限る)、農業水利施設機能総合診断士(農業水利施設システムの総合的な 

機能診断業務に限る)、農業農村地理情報システム技師(地理情報システム

（GIS）を活用する業務に限る)、 農業水利施設補修工事品質管理士[コンクリ

ート構造物分野]（農業水利施設補修工事（コンクリート構造物）の設計業務

に限る）、農業用ため池管理保全技士（農業用ため池に関する業務に限る）、

林業技士（業務に該当する部門）のいずれかの資格を有するもの、又はこれと

同等の能力と経験を有する技術者であり、日本語に堪能(日本語通訳が確保で

きれば可)でなければならない。 

 

第 1－8～1－10条 【 省 略 】 

 

第 1－11条 打合せ等 

1～４ 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」「ウィークリースタンス」 

努める。 

ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限までに 

対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに対 

応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。  

ウィークリースタンスとは、以下の取組をいう。 

（1）マンデー・ノーピリオド（月曜日を依頼の期限日としない） 

ウェンズデー・ホーム（水曜日は定時に帰宅できるよう必要な対応を心がけ 

る） 

フライデー・ノーリクエスト（金曜日に依頼しない） 

ランチタイム・オーバーファイブ・ノーミーティング（昼休みや午後５時以降

の打ち合わせをしない） 

イブニング・ノーリクエスト（定時間際、定時後の依頼をしない） 

（2）この取組は、受発注者間の業務を進める上での姿勢を示したものであり、現

場条件や企業の方針等により曜日の変更等を行い実施するものとする。 

（3）災害発生時などの緊急対応については、上記の限りではなく、受発注者間の

協議により、臨機に対応するものとする。 

 

第１編 共通編 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－6条 【 省 略 】 

 

第 1－7条 管理技術者 

 1～2 【 省 略 】 

3 管理技術者は、設計業務等の履行にあたり、技術士(総合技術監理部門(業 

務に該当する選択科目)又は業務に該当する部門)、博士（業務に該当する部 

門）、農業土木技術管理士(農業農村整備事業に限る)、シビルコンサルティ 

ングマネージャー(業務に該当する部門)、畑地かんがい技士(畑地かんがい業 

務に限る)、農業水利施設機能総合診断士(農業水利施設システムの総合的な 

機能診断業務に限る)、農業農村地理情報システム技師(地理情報システムに 

関する業務に限る)、 農業水利施設補修工事品質管理士[コンクリート構造物 

分野]（農業水利施設補修工事（コンクリート構造物）の設計業務に限る）、 

農業用ため池管理保全技士（農業用ため池に関する業務に限る）、林業技士 

（業務に該当する部門）のいずれかの資格を有するもの、又はこれと同等の 

能力と経験を有する技術者であり、日本語に堪能(日本語通訳が確保できれば 

可)でなければならない。 

 

第 1－8～1－10条 【 省 略 】 

 

第 1－11条 打合せ等 

1～4【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」に努める。 

ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限までに 

対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに対 

応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語句修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規追加 

 

 

 

 

新規追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表  【 業務共通仕様書 】  調査   測量   設計    用地   

 

改  正  後 現     行 備 考 

第 1－12条～第 1－41条 【 省 略 】 

第２編 農業農村整備事業編  

 

第 1章【 省 略 】 

 
諸基準一覧（参考） 

名称 発行所名 備考 

土地改良事業計画設計基準 

土地改良事業計画指針 

土地改良事業設計指針 

土地改良事業標準設計 

コンクリート標準示方書 

道路構造令の解説と運用 

改定 解説・河川管理施設等構造令 

解説 電気設備の技術基準 

ダム設計基準 

舗装の構造に関する技術基準・同解説 

舗装設計施工指針 

舗装施工便覧 

道路橋示方書・同解説 

防護柵の設置基準・同解説 

トンネル標準示方書･同解説 

水門鉄管技術基準 

鋼構造物計画設計技術指針 

電気設備計画設計技術指針 

水管理制御方式技術指針 

土木工事等共通仕様書 

土木工事施工管理基準 

土木製図基準 

農林水産省 

  〃 

  〃 

  〃 

土木学会 

日本道路協会 

日本河川協会 

経済産業省産業保安・安全グループ 

日本大ダム会議 

日本道路協会 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

土木学会 

電力土木技術協会 

農林水産省 

  〃 

  〃 

富山県農林水産部 

  〃 

土木学会 

 

 

第３編 森林整備保全事業編 

 

 第１～7章 【 省 略 】 

  

  

 

第 1－12条～第 1－41条 【 省 略 】 

第２編 農業農村整備事業編  

 

第 1章【 省 略 】 

 
諸基準一覧（参考） 

名称 発行所名 備考 

土地改良事業計画設計基準 

土地改良事業計画指針 

土地改良事業設計指針 

土地改良事業標準設計 

コンクリート標準示方書 

道路構造令の解説と運用 

改定 解説・河川管理施設等構造令 

解説 電気設備の技術基準 

ダム設計基準 

舗装の構造に関する技術基準・同解説 

舗装設計施工指針 

舗装施工便覧 

道路橋示方書・同解説 

防護柵の設置基準・同解説 

トンネル標準示方書･同解説 

水門鉄管技術基準 

鋼構造物計画設計技術指針 

電気設備計画設計技術指針 

水管理制御方式技術指針 

土木工事等共通仕様書 

土木工事施工管理基準 

土木製図基準 

農業農村工学会 

  〃 

  〃 

農業農村整備情報総合センター 

土木学会 

日本道路協会 

日本河川協会 

経済産業省資源エネルギー庁 

日本大ダム会議 

日本道路協会 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

土木学会 

水門鉄管協会 

農業土木事業協会 

農業土木機械化協会 

  〃 

富山県農林水産部 

  〃 

土木学会 

 

 

第３編 森林整備保全事業編 

 

第１～7章 【 省 略 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語句修正 

    



新 旧 対 照 表  【 業務共通仕様書 】  調査   測量   設計    用地   

 

改  正  後 現     行 備 考 

 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－11条 【 省 略 】 

 

第 1－12条 打合せ等 

1～4 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」「ウィークリースタンス」に

努める。 

ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限までに 

対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに対 

応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。 

ウィークリースタンスとは、以下の取組をいう。 

（1）マンデー・ノーピリオド（月曜日を依頼の期限日としない） 

ウェンズデー・ホーム（水曜日は定時に帰宅できるよう必要な対応を心がけ 

る） 

フライデー・ノーリクエスト（金曜日に依頼しない） 

ランチタイム・オーバーファイブ・ノーミーティング（昼休みや午後５時以

降の打ち合わせをしない） 

イブニング・ノーリクエスト（定時間際、定時後の依頼をしない） 

（2）この取組は、受発注者間の業務を進める上での姿勢を示したものであり、現

場条件や企業の方針等により曜日の変更等を行い実施するものとする。 

（3）災害発生時などの緊急対応については、上記の限りではなく、受発注者間の

協議により、臨機に対応するものとする。 

 

第 1－13条～第 1－43条 【 省 略 】 

 

第２章～第７章 【 省 略 】 

 

 

 

 

第１章 総則 

第 1－1条～第 1－11条 【 省 略 】 

 

第 1－12条 打合せ等 

1～4 【 省 略 】 

5 調査職員及び受注者は、「ワンデーレスポンス」に努める。 

ワンデーレスポンスとは、問合せ等に対して、1日あるいは適切な期限までに 

対応することをいう。なお、1日での対応が困難な場合などは、いつまでに対 

応するかを連絡するなど、速やかに何らかの対応をすることをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1－13条～第 1－43条 【 省 略 】 

 

第２章～第７章 【 省 略 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規追記 

 

 

 

 

新規追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


